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研究成果の概要（和文）：本研究は、作曲と音楽理論を学ぶための e-learning システムの構築

と教育方法の開発、その教育効果の検証を目的としている。本研究では、これまでに行ってき

た研究の成果と Web 教育システムをさらに発展させ、より高度な音楽教育（作曲法、和声学、

ポピュラー音楽コード理論）を行うためのシステム構築と教材コンテンツの作成を主な目的と

している。本研究により、このe-learning システムはほぼ完成した。 
 
研究成果の概要（英文）：This study is aimed at the development of education and how 
Construction of e-learning system for learning music theory and composition, and 
verification of the educational effect.We conducted the creation of music teaching 
materials and content system construction.This Web e-learning system was almost completed 
in this study. 
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研究分野：総合領域 
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１．研究開始当初の背景 
音楽教育は、音感的な理解を伴った知識の教
授が必要な教育分野である。しかし、学習者
の音楽に関する知識や演奏経験、習熟度は個
人差が大きく、従来の講義方法では、各学習
者のレベル差に配慮しながら、これを実現す
ることは困難であった。 
また、音感的な理解には音楽的基礎能力の育
成が不可欠であるが、個別指導を前提としな
い講義形式でこれを育成するカリキュラム
は今までなかったといえる。 

これらの問題点を解決するために、楽譜画像
と音声データを組み合わせることで学習者
の理解を助け、講義形式でも必要に応じて個
人的に反復学習が可能なマルチメディア教
材を作成し、音楽的基礎能力を育成するため
に開発したself-learningプログラムと併せ
て、講義“音楽”に導入した。 
本プログラムは、講義に使用する中で内容を
改善・拡充した結果、講義形式でも各受講生
の能力に合わせながら、音感的な理解を伴っ
た知識の教授を可能となった。 
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音 楽 教 育 に お け る 講 義 形 式 に よ る
e-learning システムの研究は、本研究を除き、
ほとんど行われていない。特に、従来は個人
教授、少人数グループレッスンでのみ行われ
ていた音楽的基礎能力の育成プログラムを
講義形式のカリキュラムに組み込んだのは、
本研究が唯一のものであると自負している。 
その後、大学教育における Web 環境の充実に
伴い、本プログラムは Web e-learning シス
テムとして発展させる準備を開始した。 
 
２．研究の目的 
本研究は、作曲と音楽理論を学ぶための
e-learning システムの構築と教育方法の開
発、その教育効果の検証を目的としている。 
本研究の前身は、「音楽教育マルチメディア
教材の構築と利用効果の検証」である。 
この成果は、平成 14 年度より講義「音楽」
で活用した。 
上記の研究は、平成 18 年度より「音楽教育
におけるｅ-ラーニングシステムの構築（基
盤研究 C №18500728）」として、日本学術振
興会・科学研究費補助金を得た。 
この結果、楽典を中心とした初等音楽教育
Web 教材（図１）は、完成段階に入ったと自
負している。 
 

図１ 
 
この Web 教材は、「音楽」、「音楽情報デザイ
ンⅠ」の講義に活用し、受講生の授業評価で
も好評だった。 
また、学会においても注目され、平成 17 年
11 月、（社）私立大学情報教育協会より「私
立大学情報教育協会賞」、平成18年 3月、（社）
パーソナルコンピュータユーザ利用技術協
会より「優秀研究発表賞」、平成 19 年 3 月、
パーソナルコンピュータ利用技術学会より
「最優秀研究発表賞」を授与された。 
本研究は、これまでの研究成果とシステムを
さらに発展させ、より高度な音楽教育（作曲
法、和声学、ポピュラー音楽コード理論）を
行うためのシステム構築と教材コンテンツ
の作成を第一の目的としている。 
並行して、作成コンテンツの教育効果を検証
し、その結果をフィードバックして、より教
育効果の高い教材に発展させることを目指

している。 
 
３．研究の方法 
本研究の基本設計は、すでに完成している。
従来の講義と個別指導の間を埋める教育方
法として研究代表者が考案した、作曲家が行
う作曲過程を追体験するインタラクティ
ブ・マルチメディアコンテンツ「作曲プロセ
ス・シミュレーション」を中心に、作曲法、
和声学、ポピュラー音楽コード理論の教育コ
ンテンツを構築し、「音楽情報デザインⅡ」
の講義内で活用しながら、教育効果の検証と
コンテンツのアップグレードを行う。 
本教材で使用する楽曲は、クラシック音楽と
研究代表者が作曲したものであり、楽譜も自
作している。編曲、演奏、録音等すべての著
作権は研究代表者が持ち、本教材の公開・使
用に関して問題はない。 
 
４．研究成果 
本研究の最大の目的は、教材コンテンツの作
成である。その意味で、コンテンツの充実は
最も重要な成果である。以下、主要なコンテ
ンツの概要を記す。 
本教材の最大の特徴は、従来は個人教授や少
人数グループレッスンでしか行われていな
かった教育内容をマルチメディア技術を援
用することで講義形式で教授可能にしたこ
とにある。単に知識のみを画一的に提示した
コンテンツではなく、Flash 等を用いてイン
タラクティブ性を高め、セルフトレーニング
やシミュレーションを導入して、各単元ごと
に最適化した多様なコンテンツで構成され
ている。 
また、講義内容だけでなく、専門用語集、音
楽 的 基 礎 能 力 養 成 Self-training 
Self-learning コンテンツなど多様な教育方
法を用いることで、各学習者の音楽的習熟度
の差による学習効果の差を緩和し、音楽に対
する感覚的理解と基礎能力の育成を併せて
行うものである。 
 

図２ 
 



 

 

図２は、音名・階名を学ぶコンテンツである。
このコンテンツでは、バーチャル鍵盤をクリ
ックすると楽譜上の該当する音符にマーク
が現れ、音が鳴る。音名・階名を学ぶだけで
なく、ピアノ鍵盤と楽譜の見方も同時に学習
することができ、簡単な演奏もできるように
なっている。学習者は、自分のペースで、音
と楽譜とピアノ鍵盤の関係を確認しながら
学習を進めることができる。 
さらに、このコンテンツの発展形として、鍵
盤と楽譜の関係を学ぶコンテンツがあり、基
礎トレーニング用教材として利用すること
もできる。 
各コンテンツは、必ずしも単独で存在するの
ではなく、段階的学習が可能な発展形を含ん
でおり、各学習者の音楽的習熟度に応じた利
用が可能である。 
本教材には、コンピュータ音楽に関するコン
テンツ（図３）もあり、音楽情報処理教育に
も対応している。 
 

図３ 
 
これらのコンテンツは、HTML を用いて作成し
ているので、Web での学習が可能であり、講
義時間外に復習することもできる。 
本コンテンツには、MIDI を中心としたコンピ
ュータ音楽の教育コンテンツと資料集もあ
り、経営学部「マルチメディア表現」の MIDI
単元でも使用しており、広範な音楽教育・音
楽情報処理教育における総合的なコンテン
ツとなっている。 
コンテンツは、独立運用のサーバ上にあり、
本システム利用時における技術的、教育的自
由度が高い。特定の大学の設備に依存してい
ないので、CGI 等の使用も自由であり、コン
テンツの使用に関する制約を受けず、複数の
大学の講義で利用可能なものとなっている。 
Web コンテンツ作成に際して、著作権対策は
重要課題の１つである。本教材では、楽曲、
演奏、画像等全て自作しており、全ての著作
権を有している。知的財産権に対して十分な
配慮を行って作成しているので、本教材の公
開、使用に支障はない。 
本研究で最も重視したコンテンツは「音楽理
論」関連コンテンツである。 
その教育目標は、コード（和音）による演奏

や伴奏付けができるようになるためのクラ
シック音楽の「鍵盤和声」とポピュラー音楽
のコード理論の基礎を学ぶことである。これ
らのコンテンツでは、各和音の音を確認する
ことができ、音符とその音符が表している実
際の音とを関連付けて学習できるようにし
た。 
曲作りの学習は、初等教育等の作曲学習でよ
く行われている「メロディー主体の作曲法」
ではなく、和音を組み合わせて作る「コード
進行による作曲法」である。 
メロディー主体の方法は、学習者個人の音楽
的感性や創作能力の影響を強く受ける。これ
らは、短時間で育成することが難しい能力で
ある。 
これに対して、コード進行による方法は、コ
ード進行の規則に基づき、論理的に進めてい
く方法である。学習者が和音を選び、試行錯
誤しながら組み合わせていくことで、音楽の
しくみを学ぶことができる。 
従来、この方法はある程度の音楽的知識が必
要なため、やや高度な作曲法と考えられてい
たが、「音声付きコード一覧表」を用いるこ
とで、楽譜に不慣れな受講生にも「コード進
行による作曲法」の学習が可能になり、パズ
ルを組み立てるような学習方法は、受講生に
好評だった。 
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「作曲支援」プログラムは、音楽理論による
作曲シミュレーション・プログラムである。 
 このプログラムは、「コード進行による作
曲法」のプロセスを体験することで、音楽の
理論と構造を感覚的に理解させることを目
的としている。 
図４は、このプロセスを解説するコンテンツ
である。これを用いて作曲の手法を段階的に
学ぶことができる。 
和声では、各和音の役割が決まっており、あ
る役割を持った和音を選ぶと、次に選べる和
音の種類は限定される。図５・６は、選んだ
和音によって、次に選べる和音の種類が変化
するコンテンツである。一つの選択によって、
次の展開が限定される和声に基づく作曲プ



 

 

ロセスを体験できる。 
「作曲支援」プログラムは、「音声付きコー
ド一覧表」を用いた学習に比べて、選択の自
由度を低くすることで、より知識と論理性を
重視した学習になるように構築した。 
 

図５ 
 

図６ 
 
以上が主要なコンテンツの概要である。これ
らのコンテンツは受講生に好評で、モチベー
ションの向上に大変効果があった。 
現在、単元「移調」の教育効果調査を行って
おり、その結果を分析し、コンテンツの拡充
を行いたいと考えている。 
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